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修正ポアソン回帰によるリスク⽐推定 

【背景】 

医学・疫学研究において⼆値アウトカムデータを解析することがあり、ロジスティック回帰

は代表的な⼿法の⼀つである。しかし、ロジスティック回帰は直接リスク⽐を求めることが

できず、オッズ⽐は直観的に捉えるのが難しいことがあるため、⼆値アウトカムデータから

リスク⽐を推定する⼿法が多く提案されている。その内、対数⼆項回帰と修正ポアソン回帰

に関する先⾏研究においては、モデルが正しく特定されていて回帰が収束する場合、多くの

場合で正しいモデルを選択した対数⼆項回帰の性質が良い⼀⽅、修正ポアソン回帰は外れ

値やモデルの誤特定に強いとされている。しかし、交絡変数が 3 個程度の検討が主であり、

実際にはより多くの変数で調整する場合がある。 

【⽬的】 

卒業研究では、修正ポアソン回帰に関し、交絡変数を増やした場合や曝露の割合を変更した

シナリオを含め、どのような状況で使⽤できるか検討する。 

【⽅法】 

対象者の⼈数や交絡変数の数、発⽣割合などを変更するシミュレーションを実⾏した。 

【結果】 

平均バイアス、推定標準誤差、経験標準誤差、被覆確率の観点から評価したところ、修正ポ

アソン回帰では、交絡変数の数によらず、サンプル数と発⽣割合の増加に伴うイベント数の

増加によって、正確にリスク⽐を推定できるのではないかと考えた。 
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